





























































































































































打設 I W/J併用圧入 I W/J併用圧入 (P F S工法)
工法
銅矢板
着底 SP-NwL=38.5m 1枚 I SP-Nw L=38.5m 












λ 日 Rcs OCR 
庄縮指数 膨潤指数 修正応力係数 限界主応力比 過圧密比
B 
Acl 0.45 0.042 1.12 1.63 1.0 
Aml 0.16 0.02 1.07 1.37 1.0 
Asl 
Am2 0.2 1.10 1.52 1.0 
Ac2-U 0.2 1.12 1.67 1.0 
Av 




匂 yt(も仙n3) 透k，(水川係'da数y) 刷 1m2)
初期間隙比ポアソン比湿潤単位体積重量 弾性係数
B 0.33 17，0 8，60E-04 42 
Acl 3.14 0.26 14.6 4同E-04
A.ml 1.55 0.31 16.7 5.60E-03 
AsI 0.33 18，0 4.IOE時 O 114 
Am2 1.38 0.28 17.0 6，60E-03 
Ac2-U 1.76 0.26 15.9 5.50E-04 
Av 0.33 17.0 9.IOE-03 2曲
Ac2-L 2，52 0.29 14.7 l田E-04
As2 0.33 17.0 9，50E-02 538 
Dcl 1.44 0.28 16.0 1.I0E-03 
DgI 0.33 19.0 3.90E+OI 4880 



















解析プログラム 弾型性有限要素解析FEMtir3D 構成側粘土層 弾聖性体
変位境界条件 Y-Z面 :X方向拘束 Y.z方向自由 砂層 線形弾性体




































20m 10m 5m 無対策
4州刑同川同刊
単睦E 収監拠 9 
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フローティング鋼矢板長が15m程度で、全着底工法に比べて90%程度
の効果があり、十分側方地盤変状効果を発揮できると考えられる
PFS工法の側方地盤変状抑制効果を十分に発揮させるためには、フロー
テイング鋼矢板長を側方流動が急激に上昇する地盤深度より深い地盤深
度までフローテイング矢板長を根入れする必要があると考えられる。
最後に
軟弱地盤沈下対策としての新たな銅矢板工法の開発
試験施工の重要性→新技術には欠かせない
計測データの重要性→ICT技術の高度化
産官学の協働の重要性→社会基盤整備の基本
I ムー←
-わが国における質の高い建設技術を輸出産業ヘ
.ISOの理解は言うまでもない
